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大阪府医師政治連盟　定例委員会を開催
国
政
中
心
に
与
党
を
支
援

医
療
に
理
解
あ
る
議
員
と

�

懇
談
重
ね
る

　

岡
原
猛
委
員
（
堺
支

部
）
が
議
長
を
務
め
、
は

じ
め
に
高
井
康
之
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
。
今
回
の
統

一
地
方
選
挙
に
お
け
る
各

支
部
長
、
支
部
の
連
盟
員

の
協
力
・
支
援
に
謝
意
を

表
し
た
。

　

大
阪
府
の
ダ
ブ
ル
選
挙

で
は
大
阪
維
新
の
会
が
大

阪
府
知
事
・
大
阪
市
長
選

を
制
す
一
方
で
、
自
由
民

主
党
は
議
席
を
減
ら
し

た
。
高
井
委
員
長
は
「
大

阪
は
維
新
政
治
が
継
続
す

る
」
と
言
及
。
選
挙
の
焦

点
の
一
つ
で
あ
っ
た
Ｉ
Ｒ

招
致
に
触
れ
、
府
民
・
市

民
の
健
康
を
守
る
こ
と
が

医
師
会
と
し
て
の
責
務
だ

と
強
調
し
た
。
そ
の
上
で

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対

策
等
の
視
点
が
抜
け
落
ち

て
い
な
い
か
引
き
続
き
注

視
す
る
」
と
し
た
。

　

維
新
政
治
は
、
近
畿
地

区
で
も
勢
力
を
拡
大
し
な

が
ら
、「
身
を
切
る
改

革
」
を
訴
え
る
。
そ
れ
で

も
、
府
医
政
連
と
し
て
、

医
療
に
必
要
な
財
源
は
適

切
に
配
分
す
る
よ
う
求
め

て
い
く
と
力
を
込
め
た
。

自
民
党
再
起
に
期
待

　

大
阪
府
の
政
治
情
勢

岡原議長

挙手多数ですべての議案が承認された 高井委員長

高井委員長

栗山執行委員

北村会計責任者

は
、
自
民
党
に
と
っ
て
厳

し
い
結
果
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
高
井
委
員
長
は

「
自
民
党
・
公
明
党
の
議

員
を
推
し
た
い
」
と
力
説

す
る
。
自
民
党
が
お
か
れ

て
い
る
状
況
は
決
し
て
明

る
い
と
は
言
え
な
い
が
、

「
組
織
内
で
自
民
党
の
党

員
を
増
や
す
こ
と
で
、
再

起
を
後
押
し
し
た
い
」
と

の
思
い
を
伝
え
た
。
さ
ら

に
、
大
阪
選
出
で
は
な
く

て
も
医
療
に
理
解
の
あ
る

与
党
議
員
と
懇
談
な
ど
を

重
ね
支
援
す
る
と
の
意
向

を
示
し
、
一
層
の
理
解
・

協
力
を
要
請
し
た
。

選
挙
結
果
を
報
告

　

栗
山
隆
信
執
行
委
員

が
、
４
月
９
日
に
行
わ
れ

た
大
阪
府
知
事
な
ら
び
に

大
阪
市
長
選
挙
の
結
果
を

報
告
し
た
。
知
事
は
歴
代

最
多
得
票
と
な
る
２
４
０

万
票
以
上
を
獲
得
し
た
現

職
の
吉
村
洋
文
氏
が
２
度

目
の
当
選
を
果
た
し
、
市

長
に
は
元
府
議
会
議
員
の

横
山
英
幸
氏
が
次
点
候
補

と
40
万
票
の
差
を
つ
け
て

初
当
選
し
た
と
振
り
返
っ

た
。
大
阪
で
の
１
強
体
制

を
守
り
、「
日
本
維
新
の

会
の
全
国
政
党
化
に
向
け

て
足
場
を
固
め
た
情
勢

だ
」
と
の
見
方
を
示
し

た
。

　

同
様
に
４
月
９
日
・
23

日
に
実
施
さ
れ
た
統
一
地

方
選
挙
を
詳
説
。
大
阪
府

議
会
議
員
選
挙
で
は
大
阪

　

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟
（
府
医
政
連
）
は
４
月

28
日
午
後
、
大
阪
府
医
師
会
館
で
第
１
１
０
回
定

例
委
員
会
を
開
催
し
た
。
統
一
地
方
選
挙
の
結
果

が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
お

よ
び
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

　

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟

お
よ
び
公
明
党
大
阪
府
本

部
は
７
月
10
日
午
後
、
大

阪
市
内
で
「
政
策
要
望
懇

談
会
」
を
実
施
。
高
井
康

之
委
員
長
、
中
尾
正
俊
・

加
納
康
至
・
阪
本
栄
各
副

委
員
長
、
栗
山
隆
信
執
行

委
員
が
同
党
議
員
と
意
見

を
交
わ
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
府
医
政

連
か
ら
の
要
請
事
項
を
阪

本
副
委
員
長
が
説
明
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
位
置
付
け
が
５
類
へ

と
変
更
さ
れ
た
が
、
引
き

続
き
感
染
対
策
が
必
要
だ

と
訴
え
た
。
ま
た
、
公
的

支
援
が
見
直
さ
れ
て
い
る

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

は
、「
再
拡
大
時
に
も
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
」
と
強

調
。
医
療
機
関
等
へ
の
継

続
的
な
支
援
を
求
め
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
少
子
化
対

策
に
伴
う
社
会
保
障
費
の

歳
出
改
革
に
は
断
固
反
対

の
意
を
表
明
。
か
つ
て
の

小
泉
政
権
で
の
医
療
崩
壊

の
再
現
に
懸
念
を
示
し

た
。
そ
の
上
で
、
国
民
が

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
協
力
し
て
ほ
し
い

と
促
し
た
。

維
新
の
会
が
55
議
席
（
定

数
79
）
を
獲
得
。
大
阪
市

会
議
員
選
挙
で
も
46
議
席

（
定
数
81
）
に
な
っ
た
と

述
べ
た
。
な
お
、
府
医
政

連
推
薦
候
補
者
は
63
人
中

43
人
が
当
選
し
た
。

　

引
き
続
き
、
令
和
４
年

度
府
医
政
連
事
業
と
し

て
、
▽
連
盟
員
数
お
よ
び

組
織
率
▽
第
26
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
対
策
▽
府

医
定
例
代
議
員
会
決
議
文

送
付
▽
公
明
党
大
阪
府
本

部
の
政
策
要
望
懇
談
会
―

―
な
ど
を
説
明
し
た
。
次

い
で
、
北
村
良
夫
会
計
責

任
者
が
、
４
年
度
会
費
収

納
状
況
を
報
告
し
た
。

３
年
度
決
算
な
ど
承
認

　

議
事
で
は
、
北
村
会
計

責
任
者
が
、
３
年
度
府
医

政
連
歳
入
歳
出
決
算
、
５

年
度
府
医
政
連
会
費
賦
課

徴
収
・
同
歳
入
歳
出
予
算

を
概
説
し
た
。
５
年
度
の

会
費
は
昨
年
と
同
じ
Ａ
連

盟
員
３
万
５
千
円
、
Ｂ
連

盟
員
６
千
円
と
な
る
。
あ

わ
せ
て
、
栗
山
執
行
委
員

が
５
年
度
府
医
政
連
事
業

計
画
を
提
案
し
、
挙
手
多

数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

閉
会
に
際
し
て
高
井
委

員
長
は
、「
国
民
の
た
め

の
医
療
を
守
る
に
は
政
治

力
が
必
要
」
と
断
言
。
基

本
的
に
は
国
政
を
中
心
に

与
党
を
応
援
す
る
と
と
も

に
、
医
療
に
理
解
の
あ
る

議
員
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
語
っ
た
。

公明党大阪府本部の政策要望懇談会
感染対策に継続して公的支援を

「自民党大阪府医療支部」党員数拡張にご協力を
　令和６年度には診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス等報酬のトリ
プル改定が予定されています。診療報酬の改定率を含めた社会保障関
連予算は、５年末の予算編成過程において決定されることになります。
　税制についても政治で決着されている現実を踏まえると、政治の場
で与党の支持を得ることが大切です。我々が望む医療政策を実現する
ためには「政治力」が重要で、その一環として「自民党員獲得」に力
を入れています。
　自民党が団体を評価する指標である、医療支部の職域党員を一人で
も多く獲得したいと考えており、先生方にはご協力をお願い申し上げ
ます。詳しい入党方法等については、ご所属の郡市区支部へお問い合
わせください。
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医
療
現
場
の
声
、国
政
に

厚
生
労
働
副
大
臣　

参
議
院
議
員

�

羽
生
田　

俊

　

平
素
よ
り
私
の
政
治
活

動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
寄

稿
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
高
井
康
之
委
員
長
を

は
じ
め
大
阪
府
医
師
政
治

連
盟
の
関
係
の
皆
様
方
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
医
療
者
は
こ
の
３

年
余
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
の
戦
い
に

翻
弄
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は

じ
め
発
熱
外
来
な
ど
、
様

々
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
医
療
従
事
者
・
関
係
者

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
５
類

に
な
り
喉
元
を
過
ぎ
た
の

か
財
務
省
は
、
コ
ロ
ナ
で

補
助
金
を
出
し
す
ぎ
た
と

言
わ
ん
ば
か
り
に
、
医
療

費
削
減
・
抑
制
に
大
き
く

舵
を
切
っ
て
き
ま
し
た
。

先
般
の
骨
太
の
方
針
で

は
、
茂
松
茂
人
・
日
本
医

師
会
副
会
長
も
大
き
く
活

躍
さ
れ
、
日
医
と
関
係
各

位
の
押
し
返
し
に
よ
り
何

と
か
許
容
範
囲
内
の
表
現

に
な
り
ま
し
た
が
、
来
年

は
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

報
酬
の
ト
リ
プ
ル
改
定
が

あ
り
、
本
年
末
に
は
改
定

率
が
決
定
い
た
し
ま
す
。

高
齢
化
の
自
然
増
以
外
は

認
め
な
い
と
い
う
財
務
省

の
姿
勢
で
あ
り
ま
す
が
、

私
達
医
療
者
は
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
だ

け
で
な
く
そ
の
ほ
か
の
た

く
さ
ん
の
疾
患
も
同
時
に

支
え
て
い
ま
す
。
医
療
と

い
う
資
源
は
無
限
で
は
な

く
、
医
療
者
の
多
く
が
疲

弊
し
地
域
医
療
全
体
が
ギ

リ
ギ
リ
の
所
で
踏
ん
張
っ

て
い
る
状
態
で
あ
り
ま

す
。

　

政
府
は
民
間
へ
給
料
の

３
％
ア
ッ
プ
を
要
請
し
て

い
ま
す
。
医
療
者
の
給
与

は
診
療
報
酬
の
中
に
含
ま

れ
ま
す
の
で
、
当
然
こ
こ

の
底
上
げ
が
な
い
と
医
療

関
係
者
だ
け
給
与
ア
ッ
プ

が
で
き
ず
に
取
り
残
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ん
な

こ
と
で
は
医
療
へ
関
わ
る

意
欲
や
人
材
が
枯
渇
し
、

住
民
を
支
え
る
地
域
医
療

が
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

改
め
て
医
療
関
係
者
が

一
丸
と
な
り
、
地
域
医
療

を
支
え
る
現
場
の
声
を
国

政
へ
届
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
特
に
大
阪
に
は

茂
松
日
医
副
会
長
と
い
う

皆
の
声
を
受
け
止
め
て
く

れ
る
心
強
い
存
在
が
お
ら

れ
、
高
井
委
員
長
と
も
し

っ
か
り
と
連
携
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

私
も
、
医
療
現
場
の
現

実
の
声
を
国
政
へ
届
け
る

使
命
と
責
任
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

かかりつけ医機能報告制度の方向性
国民に寄り添った設計に向け尽力

日医連「医政活動研究会」４年ぶりに開催
各都道府県医師連盟の状況などを報告

　

高
井
康
之
委
員
長
を
は

じ
め
大
阪
府
医
師
政
治
連

盟
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
平
素
よ
り
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
５
月
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感

染
症
法
上
の
５
類
と
な

り
、
数
カ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
世
間
で
は
、
大
型
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
海
外
と

の
往
来
が
本
格
的
に
再
開

さ
れ
、
子
ど
も
達
や
学
生

も
行
動
制
限
が
な
い
夏
休

み
を
謳
歌
す
る
な
ど
、
よ

う
や
く
日
常
が
戻
り
つ
つ

あ
る
と
強
く
感
じ
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
３
年

に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
発

熱
外
来
、
健
康
観
察
、
重

症
者
へ
の
対
応
、
コ
ロ
ナ

以
外
の
通
常
医
療
の
継
続

な
ど
医
療
現
場
を
守
っ
て

き
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

の
献
身
的
な
ご
尽
力
の
賜

物
と
、
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

本
年
の
５
月
12
日
、
か

か
り
つ
け
医
機
能
が
発
揮

さ
れ
る
制
度
整
備
に
つ
い

て
も
規
定
す
る
「
全
世
代

対
応
型
の
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
を
構
築
す
る

た
め
の
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
が
参
議
院
本
会
議
で

成
立
し
ま
し
た
。
報
告
対

象
医
療
機
関
の
範
囲
や
報

告
項
目
な
ど
、
制
度
設
計

の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
大
前
提

と
し
て
「
か
か
り
つ
け
医

を
選
ぶ
の
は
国
民
」
で
あ

り
、
現
行
の
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
を
損
な
う
よ
う
な
登

録
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
つ
の
医
療
機
関
が
か
か

り
つ
け
医
機
能
の
す
べ
て

を
持
つ
こ
と
を
求
め
る
わ

け
で
は
な
く
、
ま
た
患
者

さ
ん
が
必
要
に
応
じ
て
複

数
の
診
療
科
で
そ
れ
ぞ
れ

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ

と
も
大
切
で
す
。
国
民
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
、

医
療
費
削
減
あ
り
き
の
議

論
に
陥
る
こ
と
な
く
、
国

民
生
活
に
寄
り
添
っ
た
制

度
設
計
と
な
る
よ
う
議
論

を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
医
師
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が

適
用
さ
れ
る
２
０
２
４
年

を
控
え
、「
医
師
の
働
き

方
改
革
」
へ
の
対
応
も
急

務
で
す
。
と
り
わ
け
、
地

域
医
療
の
中
核
で
あ
る
大

学
病
院
へ
の
支
援
や
、
へ

き
地
・
離
島
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
活
用
な
ど
を

力
強
く
進
め
て
行
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
諸
課
題
は
、

社
会
保
障
費
の
削
減
あ
り

き
で
は
到
底
解
決
で
き
ま

せ
ん
。
医
療
現
場
の
代
表

と
し
て
国
会
に
送
っ
て
い

た
だ
い
た
責
任
を
胸
に
、

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟

の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
日
本
医
師

連
盟
「
医
政
活
動
研
究

会
」
が
５
月
28
日
午
後
、

東
京
都
内
で
開
催
さ
れ

た
。
同
研
究
会
は
若
手
医

師
が
政
治
活
動
・
選
挙
活

動
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と

に
加
え
、
各
都
道
府
県
お

よ
び
郡
市
区
医
師
連
盟
へ

の
情
報
共
有
・
伝
達
を
目

的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟
か

ら
は
、
加
納
康
至
副
委
員

長
、
栗
山
隆
信
執
行
委
員

が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
松
本
吉
郎
・

日
医
連
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
。
こ
の
日
の
議
論
を
地

元
に
持
ち
帰
り
共
有
し
て

ほ
し
い
と
促
し
た
。
ま

た
、
来
年
度
の
ト
リ
プ
ル

改
定
を
控
え
、「
地
元
選

出
の
自
民
党
国
会
議
員
と

の
良
好
な
関
係
が
重
要
に

な
る
」
と
指
摘
。
日
医
の

主
張
を
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
関
係
を
築
い
て
ほ
し

い
と
語
っ
た
。

　

引
き
続
き
羽
生
田
俊
、

自
見
は
な
こ
両
参
議
院
議

員
が
あ
い
さ
つ
。
自
身
の

活
動
報
告
や
今
後
の
方
針

な
ど
が
示
さ
れ
た
。

共
同
で
の
医
政
活
動
が

共
同
で
の
医
政
活
動
が

不
可
欠

不
可
欠

　

講
演
に
移
り
ま
ず
、
松

本
・
日
医
連
委
員
長
が

「
医
政
活
動
の
重
要
性
」

と
題
し
て
登
壇
し
た
。
は

じ
め
に
組
織
強
化
の
重
要

性
に
言
及
。
組
織
率
を
高

め
る
こ
と
で
医
師
連
盟
の

要
望
が
「
医
師
全
体
の
要

望
」
と
し
て
受
け
止
め
ら

れ
る
と
力
を
込
め
た
。

　

次
い
で
比
例
代
表
選
挙

に
候
補
者
を
擁
立
す
る
こ

と
は
、
政
策
の
実
現
に
有

用
だ
と
強
調
。
得
票
数
を

こども家庭庁発足　岸田首相とともに

社会保障のあり方や医療の重要性を巡り、茂松・日医副会長（右）と
松野博一・内閣官房長官（中央）と意見交換　　　　　　　　　　　

茂松日医連副委員長

積
み
上
げ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、「
候
補
者
名
で

投
票
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
説
い
た
。
そ
の
上
で
、

医
療
政
策
を
実
現
す
る
に

は
日
医
連
と
都
道
府
県
・

郡
市
区
医
師
連
盟
が
共
同

で
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

が
不
可
欠
と
力
説
。
議
員

に
医
師
会
の
主
張
が
理
解

さ
れ
、「
支
援
さ
れ
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
」
が
要

請
さ
れ
た
。

　

田
村
憲
久
衆
議
院
議
員

か
ら
は
、「
社
会
保
障
を

知
る
・
考
え
る
」
と
題
し

て
、
社
会
保
障
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
や
具
体
的
な

解
決
策
が
述
べ
ら
れ
た
。

都
道
府
県
医
師
連
盟
よ
り

都
道
府
県
医
師
連
盟
よ
り

活
動
を
報
告

活
動
を
報
告

　

昨
年
の
参
議
院
議
員
選

挙
の
際
、
会
員
一
人
あ
た

り
得
票
数
が
上
位
で
あ
っ

た
福
岡
、
群
馬
、
熊
本
、

鹿
児
島
の
４
県
お
よ
び
自

見
議
員
が
所
属
す
る
東
京

都
医
師
会
か
ら
選
挙
活
動

が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
は
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
や
選

挙
区
の
医
師
会
長
が
選
挙

対
策
本
部
に
入
る
な
ど
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

最
後
に
茂
松
茂
人
・
日

医
連
副
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
。
国
民
主
体
の
医
療
を

実
現
す
る
に
は
政
治
の
力

は
欠
か
せ
な
い
と
し
て
、

一
層
の
支
援
を
求
め
た
。

参
議
院
議
員

�

　
　

自
見　

は
な
こ
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